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「
地
方
財
政
問
題
に
つ
い
て
」

と
、
テ
レ
ビ
解
説
員
の
辛
坊
治

郎
氏
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
政

治
・
経
済
を
読
む
」
の
２
つ
の

　
８
月
19
日
に
産
業
建
設
委
員

会
を
開
催
し
た
。

　
協
議
内
容
は
、
平
成
21
年
度

広
島
県
議
会
建
設
委
員
会
第

１
回
県
内
調
査
に
係
る
提
案
に

つ
い
て
。
町
内
の
県
道
や
砂
防

河
川
に
対
す
る
県
へ
の
要
望
な

ど
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
最

終
的
に
建
設
部
の
案
に
同
意
し

た
。

　
８
月
26
日
に
文
教
委
員
会
を

開
催
し
た
。

　
協
議
内
容
は
、
平
成
21
年
度

教
育
要
覧
に
つ
い
て
、
及
び
昨

年
度
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
。

教
育
部
よ
り
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
、
委
員
か
ら
質
問
を
す
る

形
で
協
議
は
進
め
ら
れ
た
。

　
８
月
28
日
、
広
島
市
内
で
開

催
さ
れ
た
「
広
島
県
町
議
会
議

員
研
修
会
」
に
多
数
の
議
員
が

参
加
し
た
。
関
西
学
院
大
学
教

授
の
小
西
砂
千
夫
氏
に
よ
る

■ 

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
■
税
条
例
の
一
部
を
改
正

■ 

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正

■ 

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正

■ 

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
７
月
・
９
月
）

 

９
月
補
正
予
算
中
、
道
路
新

設
改
良
費
９
千
９
５
０
万
円

の
う
ち
主
な
も
の
は
何
か
？

 

深
原
の
町
有
地
活
用
に
伴
う

委
託
料
で
あ
る
。

反
対
討
論
↓
深
原
町
有
地
は
開

発
の
価
値
が
な
く
、
現
在
の
社

会
情
勢
で
は
売
却
困
難
。ま
た
、

保
安
林
の
開
発
は
、
下
流
住
民

の
生
命
・
財
産
に
危
険
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

※ 

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

■ 

平
成
21
年
度
各
特
別
会
計
等

補
正
予
算
（
国
保
・
老
人
保

健
・
下
水
・
後
期
高
齢
者
・

介
護
保
険
・
上
水
）

■ 

平
成
20
年
度
決
算
認
定
（
Ｐ

２
参
照
）

■ 

平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率
報
告
書
（
Ｐ
３
参

照
）

■ 

広
島
県
市
町
総
合
事
務
組
合

規
約
の
一
部
改
正

■ 

熊
野
町
教
育
委
員
会
委
員

　
菅
尾
寛
治

■ 

字
の
区
域
廃
止
及
び
名
称
の

変
更
に
つ
い
て
（
平
谷
・
貴

船
・
柿
迫
・
東
山
・
神
田
・

石
神
）

議
会
審
議
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
７
月
臨
時
会
・
９
月
定
例
会
で

報
告
・
議
決
等
さ
れ
た
も
の

産
業
建
設
委
員
会
を
開
催

文
教
委
員
会
を
開
催

広
島
県
町
議
会
議
員
研
修
会

題
目
の
も
と
、
現
在
の
国
政
の

状
況
や
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て

講
演
を
受
け
た
。

〜
故 

元
熊
野
町
長
南
崎
高
市
氏
の
逝
去
に
想
う
〜

　
昭
和
40
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
、
熊
野
町
の
基
盤
整
備
事
業
、
小

中
学
校
の
新
・
改
築
、
矢
野
安
浦
線
の
新
設
、
都
市
計
画
の
線

引
等
々
、
そ
の
功
績
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
私
は
新
人
議
員
の
時
か
ら
、
何
度
も
南
崎
氏
の
胸
を
借
り
た
。

そ
の
度
ご
と
に
突
き
返
さ
れ
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
私

は
こ
こ
10
年
、
畏
敬
の
念
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
か
つ

て
熊
野
町
は
、
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
政
争
の
町
で
あ
っ
た
。

他
人
の
前
で
町
政
の
こ
と
す
ら
語
る
こ
と
が
、
阻
ま
れ
る
時
代
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
南
崎
氏
の
高
邁
な
理
想
と
勇
気
あ
る
決
断
で

毅
然
と
立
ち
上
が
って
い
た
だ
い
た
。
さ
ぞ
か
し
自
ら
も
ま
た
、
周

囲
か
ら
も
大
き
な
抵
抗
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
容
易
に
想
像
で
き
る
。

こ
れ
で
静
か
な
熊
野
が
取
り
戻
せ
る
…
と
本
当
に
有
難
か
っ
た
。

　
氏
自
身
の
健
康
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き
も
、
一
度
演
壇
に
立
つ
や
、

そ
の
弁
は
真
髄
を
語
り
、
覚
者
そ
の
人
に
感
じ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
お
陰
さ
ま
で
、
熊
野
町
に
次
世
代
に
も
通
じ
る
大
き
な
道

を
敷
設
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る一人
で
あ

り
ま
す
。
今
は
、
公
正
・
無
私
だ
っ
た
南
崎
氏
の
精
神
を
継
承
す

る
こ
と
こ
そ
、
御
霊
に
報
い
る
こ
と
だ
と
思
って
い
る
。

　
故
南
崎
高
市
氏
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。
合
掌
。

熊
野
町
議
会
議
長
　
尺
田
公
造
　

予
　
算

条
例
改
正

決
　
算

報
　
告

同
　
意

そ
の
他
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「狛
こま

 犬
いぬ

」 ～ vol. ４ シリーズ石造物 ～

　車
か
ら
降
り
立
つ
と
、
つ
い
先
日
の
筆

ま
つ
り
で
の
に
ぎ
わ
い
が
う
そ
の
よ
う
な

静
寂
に
包
ま
れ
る
。
こ
こ
は
、榊
山
神
社
。

熊
野
本
宮
社
前
。
今
回
は
、
熊
野
本
宮
社

の
拝
殿
前
に
座
っ
て
い
る
一
対
の
か
わ
い

ら
し
い
石
造
物
「
狛こ

ま

犬い
ぬ

」
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
狛
犬
と
は
、
神

社
に
奉
納
さ
れ
た

空
想
上
の
守
護

獣
。
そ
も
そ
も
狛

犬
の
ル
ー
ツ
は
古

代
オ
リ
エ
ン
ト
文

明
ま
で
遡
り
、
力

の
象
徴
と
し
て
ラ

イ
オ
ン
を
傍
に
置

く
風
習
が
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
経
て
、

中
国
（
高
麗
）
か
ら
日
本
に
や
っ
て
き
た
。

日
本
で
は
、
８
世
紀
頃
、
遣
唐
使
が
宮
中

に
持
ち
帰
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、そ
の
後
、

平
安
時
代
後
期
に
は
神
社
を
守
る
獅
子
像

と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　
向
か
っ
て
右
側
、
口
を
開
い
て
い
る
獅

子
を
「
阿あ

形ぎ
ょ
う

」。
左
側
の
口
閉
じ
て
い
る

狛
犬
を
「
吽う

ん

形ぎ
ょ
う

」
と
い
い
、
当
初
は
、
そ

れ
ぞ
れ
「
雄
を
獅
子
」「
雌
を
狛
犬
」
と
、

区
別
し
て
呼
ん
で
い
た
そ
う
だ
。
そ
う
い

え
ば
、
二
人
の
人
物
が
呼
吸
ま
で
合
わ
せ

る
か
の
よ
う
に
共
に
行
動
す
る
様
を
「
阿

吽
（
あ
・
う
ん
）」
の
呼
吸
と
い
う
が
、

こ
こ
か
ら
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
熊
野

本
宮
社
前
の
狛

犬
を
よ
く
見

る
と
…
な
に
や

ら
玉
に
必
死
で

し
が
み
つ
い
て

い
る
子
ど
も
狛

犬
を
発
見
〜
！

ふ
む
ふ
む
、
向

か
っ
て
左
な
の

で
、
こ
ち
ら
が

お
母
さ
ん
で
あ

る
。
小
さ
な
子

ど
も
が
な
ん
と

も
い
じ
ら
し

い
。
台
座
の
石

に
は
、
ネ
ズ
ミ

が
ダ
イ
コ
ン
を

狙
っ
て
い
る
絵

も
刻
ま
れ
て
い

る
。

　
は
て
、
こ
ん
な
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
狛
犬

を
ど
な
た
が
奉
納
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

大
正
４
年
「
願
主
　
道
土
井
玉
吉
」
と
刻

ん
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ご
子
孫
の
道
土
井

晋
さ
ん
（
67
歳
）
に
お
話
を
伺
っ
た
。
聞

け
ば
玉
吉
さ
ん
は
、
道
土
井
晋
さ
ん
の
祖

父
に
あ
た
ら
れ
る
方
。

　
当
時
、
米
屋
や
肥
料
屋
を
営
ん
で
財
を

成
さ
れ
た
玉
吉
さ
ん
は
、大
の
お
宮
好
き
。

し
か
も
四
国
の
お
遍
路
さ
ん
へ
ご
夫
妻
で

出
向
か
れ
て
か
ら
は
、
大
の
弘
法
大
師
好

き
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
当

時
、
お
宮
の
氏
子
総
代
で
も
あ
っ
た
玉
吉

さ
ん
は
、
願
主
と
し
て
大
正
４
年
に
こ
の

狛
犬
を
ご
寄
付
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
玉
に
乗
っ
て
い
る
の
は
、
中
国
の
故
事

に
由
来
し
て
「
良
い
事
が
い
つ
ま
で
も
続

く
」
と
い
う
意
味
。
子
ど
も
が
い
る
の

は
、も
ち
ろ
ん
「
子
孫
繁
栄
」
を
願
っ
て
。

そ
し
て
、
台
座
に
ネ
ズ
ミ
が
ダ
イ
コ
ン
を

狙
っ
て
い
る
絵
が
刻
ん
で
あ
る
の
は
、「
豊

作
」
を
願
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
。
な
る
ほ

ど
、
一
対
の
狛
犬
の
中
に
、
い
ろ
い
ろ
な

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
熊

野
本
宮
前
の
狛

犬
を
後
に
し

て
、
横
の
榊
山

神
社
へ
向
か
っ

て
い
く
と
、
こ

こ
に
は
、
熊
野

町
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
珍
し
い

石
造
物
、「
石

玉
垣
」
が
あ
る
。
石
玉
垣
の
前
に
は
、
説

明
看
板
が
立
っ
て
い
る
。
造
作
上
、
古
い

時
代
の
特
色
が
良
く
表
れ
て
お
り
、
作
成

年
代
が
刻
印
に
よ
っ
て
明
確
で
あ
る
こ
の

よ
う
な
石
玉
垣
は
稀
で
あ
る
と
い
う
。
こ

こ
に
も
、
貴
重
な
石
造
物
を
発
見
〜
！

　
熊
野
の
宮
は
、
宝
物
が
い
っ
ぱ
い
で
す

ね
。
も
う
す
ぐ
も
み
じ
も
色
付
き
そ
う
で

す
。
秋
の
一
日
、
か
わ
い
ら
し
い
狛
犬
を

見
つ
け
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

取
材
　
伊
藤
真
由
美

　全国各地にある名所や名物。もちろん熊野町にもたくさんあります。そんな町内に埋も
れた、さまざまなモノ・場所などの「エエところ」を紹介するコーナーです。

熊野町の熊野町の ところ。ところ。エエエエエエ シリーズ
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シリーズ
第20回発見！発見！

雄の獅子雌にしがみついている狛犬

石玉垣

熊野本宮社の狛犬


